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☆☆  新型コロナウイルス感染症ニュース  第 40 号 2020.11.2  ☆☆ 

令和2年10月27日に「新型コロナウイルス感染症に関するワークショップ」が仙台市医師会館にて開催され

ました。当日は、各医療機関からの事例発表に加え、シンポジウム形式の総合討論が行われました。 

今号は、このワークショップの内容についてご紹介いたします。 

 

 報告 新型コロナウイルス感染症に関するワークショップ 

当日は、来場の 71 名に加え、Web で 125 名（会員 116 名、会員外 9 名）の先生方が参加されました。各ブロ

ックから１名、役員から 2名の計 7名の先生方より、自院における新型コロナウイルス感染に対する感染予防

対策や検査方法、実臨床の場における症例報告など、いかに工夫を凝らし、いかに苦心しつつ日々診療に当た

っているか様々な観点からご発表いただきました。最後に総合討論を行い盛会のうちに閉会となりましたが、

事例発表の合間にはコメンテーターとしてご参加いただいた東北医科薬科大学 感染症学教室特任教授 賀来満

夫先生、東北大学大学院 総合感染症学分野助教 吉田眞紀子先生、仙台市医師会顧問 永井幸夫先生より貴重

なご意見や情報をご提供いただきました。この秋から冬にかけて新型コロナ・インフルエンザの同時流行が懸

念されるなか、参加された先生方にとっては日常診療の方向性が見えた実りの多い一夜となったことと思いま

す。 

（総務部:菊地 徹） 

事例発表 

すべての医療機関では、診療所内の動線など空間分離や時間分離について最も重視しており、時間を決めて

発熱外来を設置したり、車など院外で待機してもらったりと、それぞれ対策を講じていることが発表されまし

た。実際、新型コロナウイルス感染症を診療した際の経過や時系列など経験談の紹介もあり、発熱や自覚症状

だけで見分けることは困難であり、その対策の難しさを共有することができました。また検体採取の方法や院

内 PCR 検査の現状の発表もあり、その限界や苦労話も紹介されております。 

以下、印象に残った感染予防対策における工夫について紹介いたします。 

・ 看護師や事務員の勤務体制を二交代制にし、万が一院内感染が発生した場合に備えている。 

・ インカムを使用することにより動線を確認している。 

・ インカムや携帯電話から音声を通じてクラークに電子カルテ入力の指示をしている。 

・ 外に窓がないビル診では広い隔離スペースの確保が困難であり、職員出入り口を活用している。また換気

が不十分になりがちであるが、既製品の仕切りカーテンの枠やアルミパイプ、ビニールシートを使用して

安価で仕切りを作成したり、排気ダクトを使用することで簡易的に陰圧が得られるテントを作成している。 

・ 院外のユニットハウス（当日には実物の紹介もあり）やプレハブを利用し、別棟待合室や診察室を設置し

て空間分離を行い、発熱患者診療および検体採取スペースを確保している。 

・ 新型コロナウイルス感染対策で注目されているが、短波紫外線照射器がウイルス除去に有用である。 

・ 患者情報の確認において、時間と手間を効率化するためにメールフォームや FAX による患者情報の事前確

認を行っている。 

また問題点として、外国籍の患者で言語の問題で十分なコミュニケーションが取れず十分な診療が行えなか

ったことや、医業収入の減少や感染対策で経済的負担が増えるなか補助金についての話題もありました。 

コメンテーターの賀来教授から、感染対策を十分行いながら検体採取を実施している限り、現在まで医療従

事者が感染した事例はないとの情報提供があり、特に鼻咽頭から検体採取の場合には患者と向き合わないよう

にすることが大切であることが解説されました。 
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総合討論 

インフルエンザとの同時流行に備えて、今後検査ではインフルエンザ検査よりも新型コロナウイルスの PCR

検査が重要であること、またインフルエンザは治療薬があるため、臨床症状のみで処方を行う治療的診断もや

むを得ないかもしれないとのコメントがありました。ユニバーサルマスキング（医療者と患者がともに不織布

マスクを装着している）ことで感染を 8〜9割予防できるのではないかとのデータもあり、改めてマスク装着

や手洗いなどの標準予防策が重要であると強調されました。 

感染予防を行う上で情報収集が重要ではありますが、実際は個人情報の保護の観点から感染状況についてリ

アルタイムで得られる情報は一般市民と同じであり、十分に確認できない現状のなか、やはり予防対策の継続

が重要であることも話題となりました。 

最後に安藤健二郎会長より、「感染対策には正解がない、引き続き気を緩めず感染対策を継続することが重

要である」とコメントがあり盛会のうちに終了となりました。 

新型コロナウイルス感染症に関するワークショップについて、詳しくは市医師会 HP の動画および関連資料

などでご確認ください。今週中には市医師会 HP からご覧いただけます。 

視聴方法については以下の通りです。 

① 仙台市医師会 HP のトップページ右上「医師会会員の方」をクリック。 

② 左側「医師会会員向け情報」の項目中、「仙台市医師会 TUBE」をクリックすると研修会名のタイト

ルが表示されたページに移動します。その際にユーザー名とパスワードが必要です（医師会事務局

にメールなどでお問い合わせください）。なお、当日配布資料も同じ場所に掲載しています。 

 

 PCR 等、積極的検査のお願い  

 仙台市内で、次々と新型コロナウイルス感染症のクラスターが確認され、花壇自動車大学校の集団感染は感

染者が 100 人を超えて東北最大のクラスターとなっております。感染者は宿泊療養施設などに隔離、PCR 陰性

の濃厚接触者は自宅や寮で 14 日間の経過観察となっておりますが、感染者、濃厚接触者の増加とともに市内

では感染が拡大するリスクがあると思われます。濃厚接触者などについての情報開示は先日のワークショップ

でも話題になりましたが、個人のプライバシーや差別につながりかねない側面もあり、なかなか医師会も情報

は得られておりません。 

会員の皆様方の医療機関でも、新型コロナウイルス感染を疑ったら積極的に PCR 検査、抗原検査、あるいは

受診調整班へのご連絡を行っていただき、新規感染者の早期発見、適切な処置と感染拡大の防止にご協力をお

願いいたします。 

（総務部:福壽岳雄） 

ニュース部より （40号担当 松森保彦） 

今回は「新型コロナウイルス感染症に関するワークショップ」の様子をご紹介しました。 

当日参加、Web視聴できなかった会員の先生方は、上記に記載してあるリンクの動画でぜひご確認くださ

い。これからインフルエンザをはじめとする感染症が増える季節となりますが、その対策を講ずる上で有用な

情報が満載です。 

 

仙台市医師会へのご意見・ご質問等は FAX、メールでお願いいたします。 

 FAX：022-267-5193 メール：sen-ishi@sendai.miyagi.med.or.jp 


